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８月の社協だより
　今月号の表紙は、「ふれあい交流会」

です。お一人暮らし高齢者の皆さまから返
信いただいた葉書を、送り元である各小学校の

皆さんへお届けしました。
　その他、当協議会が実施した「地域福祉委員例会」
や、「在宅介護者のつどい」についてご紹介して

います。
　また、「社協情報」では、８月の相談日

やお知らせを掲載しています。

ふれあい交流会／地域福祉課

地域サロン２００回記念／地域福祉課

地域福祉委員例会／地域福祉課

在宅介護者のつどい／地域福祉課

社会福祉士連絡会／在宅福祉課

実習生紹介

安全大会／シルバー人材センター

報告会／シルバー人材センター

令和６年度事業報告・決算報告

社協情報／もの忘れ相談室、心配ごと相談など

地域サロン／宮園きずなサロン、馬水北まごころサロン

地域を支えるふくしの輪／レク道具の貸し出し
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　～「ありがとう」の気持ちをのせて～
　　　町内小学校、生徒代表のみなさんに葉書をお届けしました！

Mashiki - town Council of Social Walfare

安心して暮らせる福祉のまちづくり
社協たより



　熊本地震や新型コロナウイルスの流行を経験しながら、

２０年をかけて、開催２００回を達成することができま

した。達成までには、歴代の区長さんと町民の皆さん、

社協の皆さんとが一つになり、心の健康と笑顔があった

からだと思います。今後も参加者皆さんが楽しめるサロ

ン開催を継続したいと考えていますので、今後ともご協

力をお願いします。

　
町
内
の
小
学
校
に
通
う
5
・
6
年
生

の
児
童
た
ち
が
作
成
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆

さ
ん
を
通
じ
て
、
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
々
に
お
届
け
し
ま
し
た
。 

　
先
月
号
に
続
き
、
今
月
号
で
は
、

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
届
い
た

返
信
は
が
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
は

が
き
に
は
、「
日
ご
ろ
の
子
ど
も
た

ち
の
挨
拶
や
元
気
な
声
に
心
が
和

み
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」「
運

動
会
に
10
年
ぶ
り
に
参
加
し
、
頑

張
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
感
動
し

ま
し
た
」
と
い
っ
た
、
あ
た
た
か

い
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
い
た
だ
い
た
返
信
は
が
き
は
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
く
れ
た
各
小

学
生
に
届
け
ま
し
た
。「
返
事
が
返
っ

て
き
て
す
ご
い
！
」
と
驚
き
の
声
が
あ

が
り
、
子
ど
も
た
ち
は
届
い
た
は
が
き

を
見
せ
合
い
な
が
ら
、
う
れ
し
そ
う
に

目
を
通
し
て
い
ま
し
た
。

ふれあい交流会 地域福祉課

地
域
の
高
齢
者
と
子
ど
も
の
つ
な
が
り

惣領１町内ニコニコサロン会

たくさんのあたたかいメッセージを頂きました

皆で楽しみ、体も心もいつまでも健康に！

季節イベントも企画し、毎回和気あいあい！

　暑さ真っ盛りの６月に２００回を迎えました。これは

ひとえに、参加される皆さんと１５年もの長きに渡りサ

ロンを支えておられる冨田幸子民生委員および歴代の民

生委員、地域福祉委員、社協をはじめ関係機関の皆さま

のおかげと深く感謝しています。

　春の花見、夏の七夕、秋の月見、師走の餅つきなど、

楽しい行事が目白押しです。今後も「サロンは楽しい、

会えて嬉しい」をモットーに元気で和気あいあいとながァ

～く、ながァ～く続くサロンを目指します。

福富シラカシサロン

水墨画が描かれた素敵な絵葉書も！

地域サロン２００回記念 地域福祉課
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６
月
18
日（
水
）保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
ぴ
ね
す
多
目
的
室
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　
本
年
度
よ
り
「
高
齢
者
相
談
・
地
域

福
祉
委
員
」
の
名
称
を
「
地
域
福
祉
委

員
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
益
城

町
の
地
域
共
生
社
会
実
現
の
た
め
に
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の
住
民

の
見
守
り
を
す
る
た
め
に
変
更
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
社
協

よ
り
説
明
し
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
「
活
動
す
る
に
あ
た
り
困
っ

て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
の
意
見
と
し

て
「
訪
問
し
て
も
個
人
情
報
で
門
前
払

い
さ
れ
る
」「
何
度
訪
問
し
て
も
会
え

な
い
」「
団
地
か
ら
い
つ
の
間
に
か
居

な
く
な
る
。
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
や
役

場
に
聞
い
て
も
教
え
て
も
ら
え
な
か
っ

た
」
な
ど
、
訪
問
の
難
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
例
会
に
お
い
て
高
齢
者
に
関

す
る
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
に
関

す
る
多
分
野
の
研
修
会
を
行
い
、
地
域

活
動
に
役
立
て
て
い
け
る
よ
う
企
画
し

て
い
き
ま
す
。

地域福祉委員例会
地域福祉課

令
和
７
年
度 

第
１
回 

地
域
福
祉
委
員
例
会

在宅介護者のつどい
地域福祉課

グループワークでの意見交換の様子

意見交換の後は発表を行い意見の共有を行いました

講話の様子

お互いの情報交換の場となりました

　
６
月
26
日
（
木
）
日
本
茶
専
門
店

G
r
e
e
n
t
e
a
.
L
a
b(

小
谷)

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
ふ
る
さ
と
の
遠
藤
施
設
長
を

講
師
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
取

り
組
み
や
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

の
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
自
己
紹
介
の
際
に
は
、
介

護
歴
や
介
護
に
疲
れ
た
時
の
気
分
転

換
の
方
法
な
ど
を
発
表
し
て
い
た
だ
き

「
介
護
に
疲
れ
た
時
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て
息
抜

き
の
時
間
を
作
っ
て
い
る
」「
韓
流
ド

ラ
マ
を
見
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
や
体
操
に

参
加
し
て
気
分
転
換
を
し
て
い
る
」「
大

変
な
時
も
あ
る
け
れ
ど
、
後
悔
の
な
い

よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら
介
護
を
し
て
い

る
」
な
ど
、
参
加
者
自
身
、
工
夫
し
な

が
ら
気
分
転
換
を
取
り
入
れ
て
介
護
を

さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　
カ
フ
ェ
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
、
参
加
者
同
士
で
食
事
や
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度 

第
１
回 

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
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法
人
後
見
事
業
と
は
？

（
成
年
後
見
制
度
）

実
習
生
紹
介

氏
名　

松ま
つ
の
　
し
お
ん

野
紫
苑 

さ
ん

趣
味

　
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と
で
す
。

好
き
な
食
べ
物

　
じ
ゃ
が
り
こ

益
城
町
の
良
い
と
こ
ろ

　

都
会
と
田
舎
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

将
来
の
目
標

　

資
格
試
験
に
合
格
し
自
分
が
希
望
す
る
仕
事

に
就
き
、
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
前
向
き
に
働

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

実
習
の
感
想

　

社
協
は
多
様
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
活
動
に
お
い
て
も
、
そ
の
根
底
に
は
「
地

域
住
民
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
に
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

実
習
後
の
社
協
の
イ
メ
ー
ジ

　

社
協
に
つ
い
て
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
実
習
を
通
し
て
、
地
域
と
密
接
に
関
わ

り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
困
っ
た
時
や
地
域

の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
た
時
に
、
こ
う

し
た
場
所
が
力
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

講師の近藤さんによる法人後見事業についての講義

　
こ
の
連
絡
会
は
、
町
内
の
事
業
所
に

所
属
す
る
社
会
福
祉
士
の
、
住
民
の
安

心
安
全
な
暮
ら
し
と
課
題
解
決
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
第
13
回
の
連
絡
会
は
、
7
月
８
日

（
火
）に
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー「
カ
タ
ル
」

で
開
催
し
、
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
連
絡
会
の
メ
ン
バ
ー
は
定
期
的
に
集

ま
り
、
研
修
や
町
の
状
況
把
握
、
情
報

交
換
を
通
し
、
課
題
を
協
働
で
解
決
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
務
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
法
人
後
見
事
業
に
関
す
る

講
義
を
行
い
、
多
分
野
交
流
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
全
国
的
に
成
年
後
見
制
度
の

認
知
や
活
用
が
進
ん
で
お
り
、
当
協
議

会
で
も
前
年
度
か
ら
法
人
後
見
制
度
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
利
用
者
や

相
談
者
の
中
に
は
、
日
常
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
意
思
決
定
が
求
め
ら
れ

る
際
、
認
知
機
能
や
障
害
の
影
響
に
よ

り
判
断
が
難
し
い
方
々
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
説
明
し
、
支
援
を
進
め
る
の

が
良
い
か
悩
む
こ
と
が
あ
る
」
と
い
っ

た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

社会福祉士連絡会
在宅福祉課

益
城
町
を
支
え
る
社
会
福
祉
士
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
！

町内連携を深める社会福祉士の顔ぶれ

　　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
知
的
障
害
、

精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
方
を
法
律
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
で
、
本
人

の
権
利
を
守
り
な
が
ら
、
生
活
全
般
を
支
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
後
見
事
業
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

が
「
法
人
」
と
し
て
成
年
後
見
人
に
就
任
し
、

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
財
産
管
理
と
身
上

保
護
を
行
い
ま
す
。

　
個
人
が
後
見
人
と
な
る
通
常
の
成
年
後
見
制

度
と
異
な
り
、
法
人
が
組
織
的
に
支
援
を
行
う

た
め
、
継
続
性
・
専
門
性
が
高
く
、
後
見
人
の

交
代
に
よ
る
支
援
の
中
断
な
ど
の
リ
ス
ク
が
少

な
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
他
に
も
、
地
域
に
根
差
し
た
自
ら
が
持
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
知
見
や
情
報
を
活
用
し
、
素

早
い
対
応
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
法
人
内
で
複
数
の
職
員
が
連
携
し
て

対
応
す
る
た
め
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
た
安
定
し
た
支
援
が
期
待
で
き
ま
す
。
特
に
、

親
族
が
い
な
い
方
や
支
援
が
長
期
間
に
わ
た
る

場
合
に
有
効
な
制
度
で
す
。

　
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
生
活
支
援
や
医
療
・

介
護
の
手
続
き
、
財
産
管
理
な
ど
の
面
で
、
法

人
に
よ
る
継
続
的
に
信
頼
で
き
る
支
援
を
受
け

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

実習期間 6/2 ～7/2
４2025/8社協だより



安
全
大
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

今後も安全第一
に活動に

　
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
主
催
で
７
月
８
日
（
火
）
ウ
イ
ン
グ

ま
つ
ば
せ
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
安
全
委

員
の
会
員
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就
業
に
お
い
て

は
、
安
全
・
適
正
就
業
の
確
保
が
最
優

先
と
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
県
下
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
「
安
全
は
全
て

に
お
い
て
優
先
す
る
」
を
合
言
葉
に
事

故
防
止
に
務
め
る
こ
と
を
強
く
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
、
熊
本
労
働
局
労
働

基
準
部
健
康
安
全
課
よ
り
「
労
働
災
害

の
現
状
と
防
止
対
策
」
に
つ
い
て
講
話

が
あ
り
、
各
会
員
が
安
全
に
対
し
て
関

心
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
連
合
会
安
全
・

就
業
優
良
セ
ン
タ
ー
の
表
彰
も
あ
り
、

事
故
防
止
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
が
際
立
っ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
た
４
人
材
セ
ン
タ
ー
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
当
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
委
員
か

ら
は
「
安
全
意
識
を
改
め
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
全
会
員
に
共
有
し
た
い
」

と
所
感
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今年度の安全委員に任命された会員

菊地市人材センター会員による安全適正就業宣言の様子

シ
ル
バ
ー
人
材
報
告
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令和７年度
第１回報告会開催

　
７
月
９
日
（
水
）
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
ぴ
ね
す
に
お
い
て
、
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
員
50
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
報
告
の
前
半
は
、
前
年
度
の
活
動
実

績
や
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
、
成
果
を
共
有
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
今
年
度
の
活
動
方
針
や
重
点
目

標
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
各
班
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

班
で
行
っ
て
い
る
活
動
内
容
や
工
夫
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
会
員
同
士

の
理
解
と
連
携
を
深
め
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
熊
本
市
消
防
局
益
城
西
原
消

防
署
の
一
村
直
樹
氏
か
ら
「
熱
中
症
対

策
」「
現
場
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
の
対
処

と
予
防
法
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
「
作
業
中
の

水
分
補
給
の
内
容
」「
救
急
車
を
呼
ぶ
と

き
の
場
所
の
説
明
方
法
」
等
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
安
全
作
業
に
務
め
、
地
域

の
皆
様
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆さん熱心に聞き入っていました

講師の熊本市消防局益城西原消防署 一村直樹 氏
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勘定科目 決算金額（円）
１ 人件費支出 73,530,097
２ 事業費支出 71,143,703
３ 事務費支出 4,833,054
４ 助成金支出 4,546,040
５ 固定資産取得支出 0
６ その他の活動支出 15,528,040
７ 当期末支払資金残高 48,521,033
合計 218,101,967

令和６年度　事業報告・決算報告

収入の部 支出の部
勘定科目 決算金額（円）

１ 寄付金収入 3,565,500
２ 経常経費補助金収入 23,090,987
３ 受託金収入 49,967,650
４ 事業収入 149,700
５ 負担金収入 2,008,000
６ 介護保険事業収入 4,917,050
７ シルバー人材事業収入 58,349,574
８ その他の収入 266,089
９ その他の活動収入 11,524,520
10 前期末支払資金残高 64,262,897

合計 218,101,967

　生活支援コーディネーター（SC）、地域サロンコー
ディネーター（ASC）、認知症地域支援推進員を中心に、
主催事業や各種講座の開催、地域サロンによる地域の
活性化や地域で活躍できる場の提供を進めました。　

また、多世代な各団体からの意見収集を通じて、そこ
から、地域の現状や課題を把握し、地域の見守り活動
の把握や情報共有をより深めることで地域福祉活動を
取り組みました。

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い実施された

コロナ特例貸付世帯に対してフォローアップ事業を展
開し、現在の生活状況等のアンケートや架電、面談を

実施したことで、必要に応じた償還猶予や免除の手続
き、次の施策等への寄り添った支援を行うことができ
ました。

　コミュニティーソーシャルワーカー（CSW）を中
心とした重層的支援体制整備事業では、行政区別福祉
座談会を区長や民生委員、地域福祉委員の協力のもと、
町内全地区で開催することで、地域の多様化・複合化
した課題の把握及び情報の共有化を図ることができま

した。また、関係機関等との情報共有により、困りご
とを見過ごさないアウトリーチ等を通じた継続的支援
に取り組み、横断的な支援体制づくりの実現に向け、
ネットワークの構築を図ることができました。

　地域住民が安心して住み続けることができる体制
を整えるために、１０月に熊本家庭裁判所から法人後

見事業の設置承認を頂き、受任に向けて事業を開始し
ました。

　会員が長年培ってきた知識・技能・経験を活かして、
住民や企業等の依頼にそれぞれが役割を発揮できるよ
うに進めていきました。また、現会員をモデルとした
会員募集のチラシの作成や町内施設への掲示、入会説
明会や広報での周知なども工夫し、会員増につながっ

ています。また、就業以外の面では、地域貢献活動の
一環として奉仕活動やリサイクル活動に取り組み、レ
クリエーション等を通じ会員同士の親睦を深める機会
を設けました。

１. 地域コミュニティーづくり

２. 多様化・複合化した課題への対応

３. 重層的支援体制整備事業

４. 成年後見法人後見事業の開始

５. シルバー人材センター

６2025/8社協だより



当
協
議
会
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
日
等

に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
も
の
忘
れ
相
談
室

　
認
知
症
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解
決
を
一

緒
に
考
え
、
医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
、

必
要
な
機
関
に
ご
紹
介
す
る
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

相
談
日
／
８
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

③
15
時
30
分
か
ら

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
D

※ 

事
前
予
約
制
で
す
。

問
／
地
域
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
コ
ミ
ュニ
テ
ィソ
ー
シ
ャル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
は
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
を
受
け
止
め
、
支
援
機
関
と

の
連
携
や
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な
が
ら

困
り
ご
と
の
解
決
を
目
指
す
地
域
の
身
近
な
相

談
員
で
す
。

　
ご
相
談
は
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど
も
・
生
活

困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ

◇
心
配
ご
と
相
談

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
ご
と
か
ら
、

土
地
や
相
続
な
ど
の
法
律
に
関
す
る
こ
と
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 

予
約
不
要
（
相
談
対
応
中
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

日
時
／
毎
週
水
曜
日

　
　
　

10
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
15
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
Ｄ

　
　
　

 

住
所
（
益
城
町
宮
園
７
０
２
）

※ 

相
談
員
は
左
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

ず
、
包
括
的
に
受
け
止
め
て
ご
本
人
や
ご
家
族

と
困
り
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

　
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
暮
ら
し
の
中
で
の
困

り
ご
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　

他
の
貸
付
制
度
が
利
用
で
き
な
い
低
所
得
世

帯
や
障
が
い
者
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
、

資
金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
安
定
し
た
生
活
を
遅
れ
る
よ
う
支
援

を
行
い
ま
す
。

（
例
）・
離
職
し
収
入
が
な
く
生
活
維
持
が
困
難

・
子
ど
も
が
進
学
予
定
だ
が
資
金
不
足

・
技
能
取
得
に
必
要
な
経
費

・
医
療
費
の
支
払
等
に
よ
る
臨
時
の
生
活
費
が

必
要
な
ど
…
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
現
在
、
事
前
予
約
制
の
個
別
入
会
説
明
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
ご

相
談
も
可
能
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。。

日
時
／
随
時
（
平
日
9
時
か
ら
16
時
ま
で
）

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務
所

　
　
　
（
住
所
／
益
城
町
惣
領
１
４
７
０
）

問
／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
‐
２
８
９
‐
６
０
９
２

◇
車
イ
ス
の
貸
し
出
し
（
無
料
）

　　
企
業
や
団
体
等
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
車

イ
ス
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
町
内
在

住
の
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
、
一
時
的

な
病
気
や
ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
（
※

介
護
保
険
、
そ
の
他
の
制
度
で
対
応
が
可
能
な

方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）
買
い
物
や
通
院
、

旅
行
な
ど
の
際
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

貸
し
出
し
期
間
は
最
大
1
か
月
で
す
。

問
／
在
宅
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
‐
２
１
４
‐
５
５
６
６

日　程 専門相談員 相談員

８月６日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

津田秀雄
（民生児童委員）

８月１３日（水） 松尾英美
（司法書士）

後藤奈保子
（人権擁護委員）

松本みゆき
（民生児童委員）

８月２０日（水） 松尾　一
（行政書士）

清水志保美
（人権擁護委員）

村上恭一
（民生児童委員）

８月２７日（水） 松尾英美
（司法書士）

志賀親義
（民生児童委員）

９月３日（水） 松尾　一
（行政相談委員）

豊永苓二
（民生児童委員）

※ 

相
談
員
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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　平成２３年１２月から始まった
宮園きずなサロンは、毎回１５名
ほどの参加があり、季節に応じて
工夫を凝らしたサロン活動を実施
しています。

開催日／毎月第２火曜日
時　間／１０時から

場　所／宮園公民館

ロ
　町内の各地域サロンでは、高齢者をはじめ、地域の人々
が楽しく集える場づくりが盛んに行われています。また、
介護予防や閉じこもり防止、見守り、仲間づくり、社会参
加を目的とした活動にも取り組んでいます。

８

発行 / 社会福祉法人　益城町社会福祉協議会　会長　西村　博則

〒 861-2233 熊本県上益城郡益城町惣領１４７０
益城町保健福祉センター「はぴねす」内
ＴＥＬ /096-214-5566　ＦＡＸ /096-214-5567
ホームページ　https://www.mashiki-shakyo.or.jp/

「誰もが安心して暮らせるまちづくりを
支えている活動を紹介します」

毎年、季節を感じる行事を企画されています

レクリエーション道具の貸し出し（モルック）

～つながる地域・住みよいまち～

宮園きずなサロン

馬水北まごころサロン

たくさんの皆さんが参加され、賑やかなサロンです

No.329

2025/8社協だより

地域サ ン

２０２５年

8月

どなたでも楽しめるスポーツです

レクリエーションは毎回白熱！

皆さんが見守る中、一球入魂！

　平成１８年１２月から始まった
馬水北まごころサロン、先月号に
続き、今月号では馬水北公民館で
の活動の様子を掲載しています。

開催日／毎月第３木曜日
時　間／１０時から

場　所／奇数月：馬水北公民館
　　　　偶数月：馬水団地集会所

　モルックは、フィンランド発祥の軽スポーツで、木製の棒を
投げて番号が付けられたピンを倒すというシンプルなルールが
特徴です。このスポーツは１９９６年に Lahden Pikka 社によっ
て考案され、現在では世界中で楽しまれています。特別に体力
を必要とせず、子どもから高齢者まで幅広い年齢層の人々が参
加できる点で、多くの人々に親しまれています。
　今回、当協議会で２セットを準備しました。いつでも貸し出
し可能ですので、この夏休みの機会にご家族・ご友人同士で楽
しまれてはいかがでしょうか。お気軽にお問い合わせください。

地域を支えるふくしの輪地域を支えるふくしの輪


